
 
 
 
平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 
 わが国の景気は、金融危機の影響、世界景気の下振れ懸念など景気の下押しリスクが存在し、長期化する円高の影響
により株式市場の低迷が続いており、依然として不透明な状況が続いております。企業における景況感も依然として低水
準であり、情報システム投資に対する意欲にも同様の傾向が見られます。 
 こうした環境のもと、当社はセキュリティ機器や当社のサービスの販売に注力してまいりましたが、企業の投資抑制傾向
が想定していたよりも強く、当第２四半期の売上高は、サービス収入が増加しているものの、商品売上高が振るわず、計画
に届かない見通しであるため、第２四半期累計期間の予想売上高を前回公表数字より１00百万円引下げることにいたしま
した。 
 下期においては今後の受注は依然不透明なものがあるものの、上半期に展示会やセミナーで獲得したターゲット案件の
受注化を鋭意推進するとともに、引き続き自社製品の販売に注力した営業活動を続けることにより、下期の予想売上高は
達成可能な範囲であると予想しているため、通期では100百万円引下げております。 
 一方、利益面におきましては、自社サービスの販売を積極的に行うことで売上総利益率を向上させるとともに、引き続きソ
リューションの有効活用と経費削減に取り組んでまいりますので、営業利益、経常利益につきましては、第２四半期累計期
間はそれぞれ1百万円引下げ、通期につきましては前回公表数字と同額と予想しております。また、当期純利益につきまし
ては、投資有価証券評価損6百万円を計上したことに伴い、第２四半期累計期間は9百万円、通期は8百万円引下げており
ます。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月７日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 557 △56 △56 △57 △1,759.26
今回発表予想(B) 456 △57 △57 △66 △2,042.21
増減額(B-A) △100 △1 △1 △9
増減率(%) △18.0 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

519 △76 △76 △77 △2,927.56

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,280 30 29 28 864.20
今回発表予想(B) 1,180 30 29 20 617.28
増減額(B-A) △100 ― ― △8
増減率(%) △7.8 ― ― △28.6
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

1,166 △23 △28 △31 △1,086.40


